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ブナシメジ子実体を食害するキノコバエ
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Abstract
A new insect pest of Hypsizigus marmoreus, Mycetophila rosularia Ostroverkhova (Diptera, Mycetophilidae), is 

recorded from Japan. It is similar to M. penicillata Sasakawa and M. dististylata (Sasakawa) in general appearance. 
However, it is distinguished from these two species as follows: body length 4.7mm and wing length 4.6mm; 
gonostylus with eight robust setae on inner surface; wing with distinct dark brown markings at middle and no dark 
markings on posterior margin. The larvae inhabited and pupated inside of the sporophore of H. marmoreus. No larvae 
were found in the medium. I suggested that it was a native mycetophilid species inhabiting wild mushrooms in Japan. 
This is the first record of Mycetophila from Hypsizigus of Tricholomataceae.
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A record of fungus-gnat pest of cultivated Hypsizigus marmoreus
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Ostroverkhova, 1979 
分布：ロシア共和国（沿海州）、日本 (本州 )。
供試標本：成虫 (5♂ 5♀ )、幼虫 (１老熟個体 )。こ
れらは 99 % アルコール中に保存され、森林総合研究所
九州支所 (熊本市 ) に保管されている。

成虫・幼虫の形態と他種からの区別点
成虫 (Fig.1a) の体長 (頭頂から腹部末端まで ) の平均
は 4.7 mm　であり、前翅長 (前翅前縁基部から前翅先
端まで )　の平均は 4.6 mm であった。触角と頭部およ
び胸部は褐色、脚は全体に淡褐色で各基節、腿節、脛節
の末端は黒褐色、腹部は末端の褐色部を除き黒褐色で
ある。胸部背面前半部は褐色であるが、後半部は広く
淡褐色で、前半部から続く三条の褐色の縦走斑紋を有
する。前翅 (Fig. 1b) は黄みがかり、中央部に明瞭な黒
褐色の斑紋 (暗色斑 ) を有する。雄の交尾器の生殖端節 
gonostylus 内面に生えている長剛毛の数は 8 本である 
(Fig. 2a, b)。
成熟した幼虫 (Fig. 1c) の体長は 11.6 mm であり、黒
色の頭部と白色の胸部および腹部を備える。前胸と腹
部前方の 7 節の側面に 1 対の黒色の気門を持つ。また、
腹部腹面には匍匐帯（黒色の横帯；移動に用いる）を持つ。

はじめに
ブナシメジ Hypsizigus marmoreus は国内のきのこ年
間生産量の 20 % 近くを占める約 108, 000t あまりが生
産される (林野庁 , 2009)、主要な食用きのこのひとつ
である。長野県はその生産戸数と生産量が国内で最も
多く、2008年度には 392戸の生産者が 47,000t を生産
している (林野庁 , 2009)。このきのこは商業生産では
菌床栽培が主流となっている (角田 , 2001)。菌床の基
質にはオガコ、米ぬか、大豆皮、フスマ、コーンコブ
ミール、乾燥オカラなどが用いられる (角田 , 2001)。
その害虫としてダニ類や線虫類が知られており (岡部 , 
2006; 日本応用動物昆虫学会 , 2006)、キノコバエ類の幼
虫がビン栽培ブナシメジを食害することが知られている 
(長野県経済連 , 1995)。しかし、このキノコバエ類の成
虫の確認および種の同定はされていなかった。2007 年
に長野県北信地方の生産者出荷物から見つかった、子
実体内部を食害するキノコバエ類がナミキノコバエ属 
Mycetophila Meigen の日本未記録種と同定されたので
報告する。

害虫の特徴とその被害
ヤマタナミキノコバエ (新称 ) Mycetophila rosularia 
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本種は M. penicillata Sasakawa, 2005 (和名なし ) ある
いはトビモンナミキノコバエ M. dististylata (Sasakawa, 
1964) に外観が酷似している。M. penicillata の成虫は前
翅の長さは 3.5 mmであり、生殖端節 gonostylus 内面に
生えている長剛毛の数は 3 本である (Sasakawa, 2005)。
トビモンナミキノコバエの成虫は体長 4.3-4.6 mmであ
り、前翅後端部に暗色部を持ち、生殖端節の辺縁にはほ
ぼ均一な長さの長剛毛が背面から先端にかけて掌状に 8 
本並ぶ。その他の日本産ナミキノコバエ属の種とは、前
翅亜端部と中央に明瞭な暗色斑と端部に不明瞭な暗色部
をもち、亜端部の斑紋が第 2 中脈 M2 を越えて、前翅後
縁に延伸する (Fig. 1b) といった諸点で区別される。

被害
幼虫は子実体基部から菌傘にかけて、菌柄組織を食害
しながら成長した (Fig. 1d)。老熟幼虫は、子実体内で繭
をつくり蛹化し (Fig. 1e)、羽化した。老熟幼虫が子実体
を食い破って這い出す例も観察された (Fig. 1f)。 基質か
ら幼虫が見出されることはなかった。集荷調整後、商品
のパッケージ中に這い出す場合と、栽培中の生育室の通
路に大量の死骸が残り、栽培室を汚染する事例が見られ
た。

考察
ヤマタナミキノコバエはロシア共和国沿海州から知ら
れている (Hackman et al., 1988; Zaitzev, 1999) が、これ
まで日本で記録されたことはなかった。被害発生地では、
栽培施設の換気扇や排水口への防虫ネットの設置、出入
り口の補修などの対策が採られ , 被害が沈静化した (伊
藤ら , 2008) ため、本種は施設外から侵入したと考えら
れている (伊藤ら , 2008, 2009)。また、飼育試験では雌
成虫がブナシメジ幼菌に産卵し、収穫時に幼虫が子実体
から脱出する (伊藤ら , 2009) ため、施設外から持ち込
んだ菌床基材に卵あるいは幼虫が混入していた可能性は
低い。したがって、被害を与えたヤマタナミキノコバエ
は野外できのこ類に寄生する土着の個体群に由来すると
考えられる。
本種の寄主きのこは未知であった。また、キシメジ科 

Tricholomataceae を寄主キノコとするナミキノコバエ
属の種はいくつか知られている (Dely-Draskovits, 1974; 
Chandler, 1978; Hackman & Meinander, 1979; Yakovlev 
& Zaitzev, 1990; Kurina, 1991) が、シロタモギタケ属　
Hypsizigus からの記録はない。本種の寄主きのことして
ブナシメジは、また、ナミキノコバエ属の寄主きのこと
してシロタモギタケ属は、初めての記録となる。
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図 1. Mycetophila rosularia Ostroverkhova (a-c, f) とそれによるブナシメジの被害 (d, e). 
a, ♂成虫左側面 ; b. 右前翅背面 (A, 中央の暗色斑 ; B, 亜端部の暗色斑 ; C, 端部の暗色斑 ; M2, 第 2 中脈 ); c, 老熟幼
虫左側面 ; d, 被害を受けた菌柄内部 ; e. 被害を受けた株と M. rosularia の繭 (矢印 ); f, 菌傘から這い出た幼虫 .
Fig. 1. Mycetophila rosularia Ostroverkhova (a-c, f) and infested Hypsizigus marmoreus (d, e). 
a, adult male in left lateral view; b, right wing in dorsal view (A, dark marking at middle; B, dark marking at subapical portion; C, 
dark marking at apex; M2, vein M2); c, matured larva in left lateral view; d, infested stem of H. marmoreus, e, infested sporophore 
and cocoon of M. rosularia (arrow); f, larva escaped from sporophore.
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(In Russian)
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図 2. Mycetophila rosularia Ostroverkhovaの♂交尾器 . a, 背面 ; b, 右半腹面 . Gs, 生殖端節 .
Fig. 2. Male genitalia of Mycetophila rosularia Ostroverkhova. a, dorsal view; b, ventral view of right half. Gs, gonostylus.




